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ファーム

ア・ラ・カルト

シリーズシリーズシリーズ農
事
組
合
法
人　

清
和
農
場　
（
鶴
居
地
区
）

　

第
２
回
目
の
今
回
は
、
釧
路
丹
頂
農
協
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
出
荷
乳
量
を
誇
り
、
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛

舎
、
先
進
的
な
バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
な
ど
を
導
入
し
、

乳
牛
共
進
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い
る
農
事

組
合
法
人　

清
和
農
場
（
以
下
（
農
）
清
和
農
場
）

（
茂
雪
裡
、
昭
和
39
年
設
立
）
を
取
り
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
（
農
）
清
和
農
場
に
つ
い
て

　

現
在
の
経
営
は
、
乳
牛
約
６
５
０
頭
、
年
間
生
乳

生
産
量
は
３
，
４
８
５
ト
ン
（
19
年
度
）
で
す
。
代

表
の
秋
里
廣
志
さ
ん
（
65
）
を
は
じ
め
、
副
代
表
の

折
笠
文
則
さ
ん
（
39
）、
瀧
澤
義
一
さ
ん
（
59
）、
伊

藤
秀
喜
さ
ん
（
57
）、
瀧
澤
浩
司
さ
ん
（
45
）、
北
村

哲
也
さ
ん
（
39
）、
秋
里
忠
克
さ
ん
（
36
）、
瀧
澤
一

成
さ
ん
（
35
）、
瀧
澤
君
子
さ
ん
（
70
）、
秋
里
秀
子

さ
ん
（
60
）、
瀧
澤
千
津
子
さ
ん
（
57
）、
伊
藤
好
孝

さ
ん
（
31
）、
井
上
丈
彰
さ
ん
（
23
）
の
13
名
の
皆

さ
ん
が
、(

農)

清
和
農
場
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

設
立
以
来
、
徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
、
平

成
９
年
に
新
た
に
２
戸
が
法
人
経
営
に
参
加
し
た
こ

と
を
機
に
経
産

牛
３
６
０
頭
規

模
へ
の
拡
大
を

図
り
、
平
成
11

年
に
は
牛
舎
６

棟
を
新
設
し
ま

し
た
。
新
設
し

た
牛
舎
す
べ
て

に
、
発
酵
床
式

フ
リ
ー
バ
ー
ン

を
採
用
し
ま
し

た
。

◆
発
酵
床
式
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
の
効
果

　

フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
は
、
牛
舎
内
に
柵
や
段
差
等

の
障
害
物
が
少
な
く
、
牛
が
牛
舎
内
を
自
由
に
歩
く

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
牛
床
が
土
の
よ
う
に
柔
ら
か

い
の
で
寝
心
地
や
寝
起
き
も
良
く
（
写
真
１
）、
牛

に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
更
に
は
簡

易
な
た
め
建
設
コ
ス
ト
が
少
な
く
て
す
む
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
反
面
牛
が
汚
れ
や
す
く
、

敷
料
の
消
費
が
多
く

な
る
等
の
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
デ
メ
リ
ッ
ト
解
消

の
た
め
に
、
牛
床
自

体
を
発
酵
床
に
し
て

い
ま
す
。
牛
床
の
手

入
れ
は
毎
朝
必
ず
行

な
い
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ

ベ
ル
で
牛
床
の
表
面

を
な
ら
し
た
後
、
敷

料
と
し
て
戻
し
堆
肥
と
オ
ガ
ク
ズ
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
飼
料
中
に
微
生
物
を
用
い
た
発
酵
促
進
剤
を
加

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
牛
舎
内
は
悪
臭
・
ハ
エ
の

発
生
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
牛
床
か
ら
の
地
下
浸
透
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
牛
床
表
面
で
も
発
酵
が
進
ん

で
い
る
た
め
厳
冬
期
で
も
牛
床
表
面
は
５
〜
15
℃
と

暖
か
く
、
牛
に
と
っ
て
は
快
適
な
環
境
が
保
た
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
新
体
系
牛
舎
の
導
入
に
よ
っ
て
、
秋
里
代
表

が
「
牛
に
と
っ
て
は
良
い
こ
と
ば
か
り
」
と
言
う
ほ

ど
快
適
な
飼
養
環
境
に
な
り
、
乳
房
炎
の
発
病
件
数

も
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
乳
量
も
約
15
％
増
加
し

ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
も
牛
の
平
均
産
次
が
約
３
．

５
産
と
、
以
前
よ
り
０
．
５
産
ほ
ど
伸
び
た
そ
う
で

す
。

◆
堆
肥
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

　

牛
舎
か
ら
排
出
さ
れ
た
ふ
ん
尿
は
ス
ク
リ
ュ
ー
プ

レ
ス
型
固
液
分
離
機
に
よ
っ
て
固
形
分
と
液
体
分
に

分
け
、
固
形
分
は
自
走
式
堆
肥
攪
拌
機
（
写
真
２
）

に
よ
っ
て
冬
で
も
40
日
ほ
ど
で
完
熟
し
、
戻
し
堆
肥

と
し
て
再
び

敷
料
と
し
て

使
用
さ
れ
ま

す
。
フ
リ
ー

バ
ー
ン
牛
舎

で
は
、
敷
料

と
し
て
オ
ガ

ク
ズ
や
カ
ン

ナ
ク
ズ
を
大

量
に
必
要
と

す
る
た
め
、

費
用
が
か
さ

む
の
が
難
点

で
す
が
、
こ

（写真 1）牛舎の様子

（写真 2）自走式堆肥攪拌機
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の
堆
肥
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
約
２
割
の
敷

料
経
費
削
減
を
果
た
し
ま
し
た｡

　

一
方
、
液
体
分
は
バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
内
の
発
酵
槽

で
、
嫌
気
性
発
酵
に
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

て
、
そ
れ
を
発
酵
槽
の
保
温
や
、
冬
期
間
、
原
料
受

入
槽
に
投
入
さ
れ
た
ふ
ん
尿
を
溶
か
す
熱
源
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
後
の
液

体
（
消
化
液
）
は
草
地
に
還
元
し
て
い
ま
す
が
、
悪

臭
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
排
出
さ

れ
た
ふ
ん
尿
が
農
場
内
で
循
環
し
つ
つ
、
適
切
に
処

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
以
上
が
こ
の

清
和
農
場
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

お
話
を
伺
い
ま
し
た
代
表
の
秋
里
さ
ん
、
副
代
表

の
折
笠
さ
ん
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

セイワ ヘンドリカ トウランフアーム ET 号
18年全道 8部 1等 1席 BU リードマンは瀧澤一成さん

釧路管内酪農民要請集会

　1月 26 日「酪農畜産政策・価格対策釧路管内酪農民要請集会」が釧路全日空ホテルにて開催され、武部
勤元農相、鈴木宗男新党大地代表はじめ、釧路管内選出の道議会議員、管内の首長、小笠原和子釧路消費
者協会会長らに、困窮する酪農経営の現状を訴え、酪農畜産経営の安定対策や飼料価格高騰対策、WTO・
EPA交渉について要請しました。
　主催の組合長会、酪農対策協議会を代表して、瀧澤義一組合長（酪対委員長）が「釧路の酪農家は飼料
価格や生産資材価格の高騰で収入が激減している。危機的状況打開の為には加工原料乳補給金の大幅な引
き上げと、緊急酪農経営安定対策を政治の力で実現して欲しい。」と訴えました。
　27 日には、中標津町でも根室酪農民要請集会が開催され、これらの大会での要請を受けて、武部元農相
は「皆さんが夢と誇り、人間として生きる喜びの持てる酪農政策を大前提に考えていく。補給金は過去の
変動率を基に、各費用の値上がり分を勘案する。日豪 EPAは重要品目を守れない場合は、中断も辞さな
い覚悟で望むべきだ。土地有効活用の優等生である酪農畜産業のために、与党としてしっかり対応したい。」
と述べました。

　また、鈴木代表は「補給金に関しては
武部代議士に頑張ってもらいたい。」と
武部元農相を応援し、「日豪 EPAに関し
ては、私なりのパイプを持っていること
を理解してもらいたい。調査捕鯨に批判
的な豪州は、捕鯨によって日本の牛肉消
費が減ることを懸念しているのではない
か。それぞれの国が持つ食文化を認め合
うことが大事だ。重要品目を守る為交渉
を中断すればいい。今こそ政治家として
の役割を果たしたい。」と持論を展開し、
政治の重要性を強調しました。
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営
農
計
画
樹
立
協
議
開
催

　

平
成
20
年
度
営
農
計
画
樹
立
の
た
め
の
協
議
が
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
飼
料
や
生
産
資
材
等
の
価
格
上
昇
に
よ
っ

て
、
例
年
に
な
い
分
析
と
チ
ェ
ッ
ク
が
強
い
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
惰
性
の
計

画
か
ら
の
脱
皮
が
図
れ
た
計
画
が
樹
立
で
き
た
こ
と

音別支所

幌呂支所

鶴居本所白糠支所

　

鶴
居
村
下
雪
裡
の
清
水
忠
志
さ
ん
の
後
継
者

武
志
さ
ん
が
、
来
る
3
月
1
日
に
放
送
予
定
の

平
成
19
年
度
の
ど
自
慢
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
武
志
さ
ん
は

昨
年
5
月
釧
路
市
に
て
開
催
さ
れ
た
の
ど
自
慢

大
会
で
堂
々
と
そ
の
歌
声
を
披
露
し
、
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
産
者
の
一
人
と
し
て

全
国
の
消
費
者
に
牛
乳
を
熱
く
ア
ピ
ー
ル
し
た

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
局
内
の
選
考
委
員
を
う
な
ら
せ
た
そ

の
歌
声
が
ま
た
テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
て
拝
め
る

こ
と
に
な
り
、
当
日
は
東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
に
届
く
よ
う
、声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

と
思
わ
れ
ま
す
。
釧
路
丹
頂
農
協
全
体
の
生
乳
生
産

計
画
数
量
は
前
年
比
１
０
５
、
９
％
（
ク
ミ
カ
ン
年

度
）
と
な
り
、
ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
よ
り
乳
価
も
１
キ

ロ
当
た
り
平
均
５
円
10
銭
引
き
上
げ
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
多
く

の
方
が
増
産
型
の
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
持

ち
帰
っ
た
計
画
は
ご
家
族
・
社
員
の
皆
さ
ん
で
内
容

を
よ
く
理
解
し
合
い
、
計
画
達
成
に
向
け
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

清水武志さん（鶴居地区）
ＮＨＫのど自慢チャンピオン大会に出場‼

放送予定
３月１日㈯　午後７時30分　総合
３月２日㈰　午後０時30分　BS２（再放送）

カメラ

アングル
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※二瓶賞
目的：二瓶栄吾翁顕彰会により、釧路農業の発展に貢献された二瓶栄吾翁の実績を顕彰し、かつ、継承さ
れることを念願し、二瓶賞を設けて功績者を表彰しもって釧路農業の発展に寄与することを目的とする。
（規程抜粋）

歴代の受賞者（ＪＡくしろ丹頂関係抜粋）
農業指導の部：第３回伊藤忠男氏（幌呂）、第14回伊藤孟秋氏（鶴居）、第15回吉田義晴氏（幌呂）
農業経営の部：第３回松井速雄氏（幌呂）、第５回吉田政儀氏（音別）、第９回瀧澤　博氏（鶴居）
　　　　　　　第10回松田修人氏（白糠）

五十嵐昇元副組合長　二瓶賞受賞
　当農協の前副組合長五十嵐昇さん（白糠町和天別地区）が第 17 回二瓶賞（農業指導の部）を受賞されました。１月
28 日、釧路全日空ホテルでの表彰式では、五十嵐さんと奥様の初江さんが招かれ、小瀬　泰農協連会長より栄えある
表彰状を手渡されました。

　壇上で五十嵐さんは「今日は人生で最良の日
となりました。在任中は何も出来ませんでした
が、今は子供たちが農業にたずさわってくれて
いることがありがたいです。」と謙遜の中にも
喜びと農業に対しての希望を語っていただきま
した。
　五十嵐さんは平成５年に白糠町農協の組合長
に就任し、当時白糠町でも被害が広がっていた
エゾシカの食害に対して、北海道知事、道議会
に対して積極的に要請を繰り返し、最終的には
平成８年釧根初の全町にまたがる鹿柵（総延長
329 ｋｍ）の設置を実現しました。これが管内
の鹿柵設置事業の礎となり、周辺地域に対して
も大きく貢献されました。

　組合長在任中は、管内農業の発展に
ご尽力され、その人柄から農業関係団
体に限らず多くの方々からの人望もあ
つく、管内の農業諸問題の解決のため
その調整役としても大きく貢献されま
した。JAくしろ丹頂設立に関しては、
白糠地区組合員との対話を深め、説得
を繰り返し実現に向けてご尽力されま
した。
　農協野球大会などでは必ず応援に駆
けつけ、大音量の声援で選手を鼓舞す
る姿は、いつまでも変わらないでいた
だきたいです。
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■平成19年度　生乳生産実績（12月）

月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,113,375.9 99.5 73,143,505.3 101.4

（ 鶴 居 地 区 ） 2,558,515.7 104.3 23,224,946.7 104.3

（ 幌 呂 地 区 ） 2,226,952.0 100.5 19,694,359.8 103.6

（ 白 糠 地 区 ） 1,952,226.2 95.6 17,674,647.7 99.3

（ 音 別 地 区 ） 1,375,682.0 95.5 12,549,551.1 96.0

管 内 計 43,663,282.1 102.1 394,768,321.4 101.4

（平成 18 年度管内計） 42,744,358.0 389,166,164.4

■平成19年度　生乳生産実績（１月）

月計乳量（kg） １月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,408,301.4 100.4 81,551,806.7 101.3

（ 鶴 居 地 区 ） 2,660,269.1 105.8 25,885,215.8 104.4

（ 幌 呂 地 区 ） 2,320,558.2 100.2 22,014,918.0 103.3

（ 白 糠 地 区 ） 2,011,313.1 97.1 19,685,960.8 99.1

（ 音 別 地 区 ） 1,416,161.0 96.4 13,965,712.1 96.1

管 内 計 44,792,913.2 102.6 439,561,234.6 101.6

（平成 18 年度管内計） 43,657,453.4 432,823,617.8
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家畜販売市況情報  20年２月現在

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ６５０円/kg

４０kg～４４kg ５５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

種　別　

　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２３０

初　　　　妊 ５００～４５０ ４５０～４００

経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３３０　　　～　　　２８０

４ 産 ～ ５ 産 ２８０　　　～　　　２３０



　

乳
頭
周
辺
の
毛
が
長
す
ぎ
て
邪
魔
に

な
っ
た
り
、
糞
が
こ
び
り
付
い
て
搾
乳

中
に
汚
れ
が
拭
き
に
く
い
と
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
よ
う
な
時
に
は
乳
房
の
毛
焼
き

を
お
奨
め
し
ま
す
。
（
写
真
１
）
火
を

使
う
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
バ
リ

カ
ン
で
毛
を
刈
る
よ
り
も
簡
単
で
す
。

　

『
時
期
を
決
め
て

年
に
１
〜
２
回
実
施

す
る
』
も
し
く
は

『
分
娩
予
定
日
の
１

週
間
く
ら
い
前
に
実

施
す
る
』
な
ど
、
ル

ー
ル
を
決
め
て
毛
焼
き
を
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

☆
毛
焼
き
の
効
果

　

乳
房
や
乳
頭
周
辺
に
毛
が
多
い
と
、

糞
な
ど
の
汚
れ
が
付
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
乾
い
て
固
着
し
て
し
ま
う

と
、
搾
乳
時
に
乳
頭
を
清
拭
し
に
く
く

な
り
、
無
理
に
落
と
そ
う
と
す
る
と
牛

に
痛
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
菌
の
温
床
に
な
る
こ
と
か

ら
、
乳
房
炎
の
新
規
感
染
や
出
荷
乳
の

生
菌
数
が
上
昇
す
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

☆
毛
焼
き
の
準
備

・
ト
ー
チ
＆
ガ
ス
（
写
真
２
）

　

 
必
ず
『
逆
さ
使
用
可
能
』
と
表
示
さ

れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

・
軍
手･

ア
ル
ミ
箔
（
写
真
３
）

・
万
が
一
の
た
め
に
、
消
火
用
の
水
。

・
炎
の
作
り
方

　

 

ト
ー
チ
の
空
気
穴
に
ア
ル
ミ
箔
を
ま

い
て
完
全
に
ふ
さ
ぎ
ま
す
。

　

 

火
は
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
オ
レ

ン
ジ
色
の
や
わ
ら
か
な
炎
で
燃
え
ま

す
。
（
写
真
４
）

　

空
気
穴
が
ち
ゃ
ん

と
塞
が
っ
て
い
な
い

と
、
青
い
色
の
炎
で

燃
焼
し
ま
す
。
（
写

真
５
）
こ
の
炎
は

温
度
が
高
す
ぎ
る
の

で
、
毛
焼
き
に
向
い

て
い
ま
せ
ん
。

☆
毛
の
焼
き
か
た

① 

作
業
す
る
前
に
、
敷
き
ワ
ラ
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
を
撤
去
し
て
お
き

ま
す
。

② 

乳
房
の
毛
を
あ
ぶ
る
よ
う
に
焼
き
ま

す
。
（
写
真
６
）
火
傷
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
炎
を
一
箇
所
に
当
て
続
け
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

③ 

毛
が
燃
え
上
が
っ
た
ら
、
軍
手
で
な

で
て
消
し
ま
す
。
（
写
真
７
）

④ 

①
〜
③
を
繰
返
し
ま
す
。
特
に
乳
頭

周
り
の
毛
を
き
れ
い
に
焼
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

☆
注
意
‼

　

く
れ
ぐ
れ
も
火
事
と
火
傷
に
気
を
つ

け
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

6

普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

乳
房
の
毛
焼
き
を　
　
　
　

　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
？写真１　毛焼き前後の乳房

写真２　トーチ写真３　軍手とアルミ箔

写真４　不完全燃焼の炎

空気穴がふさがるよう
にアルミ箔をまく

写真５　青い炎は不可

写真６
炎を近付けて毛を焼く

写真７
炎を離し、軍手でなでる

NO!!
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,
S NOTE

□ １月は各地で成人式が行われました。音別町の成人式では、釧路を中心に活動している“ヒートボイス”（白
糠町出身の目黒さんと釧路市出身の伊藤さんによるフォークデュオ）のライブが行われ、タンチョウテレビ
でもおなじみのテーマソングも披露されるなど、集まった30人ほどの新成人の皆さんにさわやかな歌声のエー
ルを送りました。広報誌「たんちょう」でも春には新しく就農する皆さんに登場していただき、地域の皆さ
んへご紹介できればと思っております。
□ 新年号の表紙を飾ったタンチョウの写真ですが、昨年同様網走市在住の写真家　舛屋氏より提供していただ
きました。ホームページも新しくなったとのことですので、下記にご紹介させていただきます。
　北の風景写真２　　http://kitaphoto.blog102.fc2.com/

理　事　会　報　告
12月定例理事会
平成19年12月25日（火）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第３四半期末）報告
４．11月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．その他

付議事項 
議案第１号　大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第２号　理事と組合との契約承認について
議案第３号　営農計画樹立基本方針の設定について

その他協議事項 
１．生乳検査業務の運営合理化（案）について
２．組織討議について
３．その他

１月定例理事会
平成20年１月26日（土）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１２月末財務状況について
４．平成１９年度決算見込みについて
５．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　監事監査の結果に対する回答について
議案第２号　営農振興資金等の貸付について
議案第３号　経営改善に係る投資計画等の承認について
議案第４号　給与規程の一部変更について
議案第５号　自己資本比率算出要領の設定について

その他協議事項 
１．生乳検査業務の運営合理化について（再）
２．組合員の農業に係る現況照会について
３．その他

長い間お世話になりました。
　この度、平成 20 年１月 31 日をもって釧路丹頂農業協同組合を定年退職いたしました。入組以来、39 年
間の永きにわたりお世話になり本当にありがとうございました。
　かえりみますと昭和 43 年７月、ホクレン・クーラーステーションの牛乳缶の時代から始まり、営農、店舗、
生産資材、給油所、下久著呂支所等、それぞれの場でそれぞれにたくさん勉強させていただきました。お
かげさまで在職 39 年間無事勤める事が出来ましたのは、ひとえに組合員の皆様、職場の先輩同僚各位の
おかげと深く感謝いたしております。
　これからのことはまだ考え中ですが、今後とも何かとお世話になることがあろうかと思います。今迄同
様ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げまして、在職中のお礼とご挨拶にさせていただきます。長
い間お世話になり、ありがとうございました。

幌呂支所購買課幌呂
給油所調査役
１月 31 日をもって
定年退職しました

藤原　重信

2月 1日付で下記の辞令が発令されました。
氏　　　名 発　　令　　内　　容

井　上　勝　美 　幌呂支所購買課幌呂給油所調査役を命ずる。

辞  令  発  令


